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地震計アレイを用いた中期連続観測におけるアクロス震源からの弾性波のアレイ解
析

Array analysis of elastic wave from ACROSS source in mid-term continuous observation
using seismic array
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アクロス（精密制御震源）は地球内部の物性の時間変化を監視するのに有効な方法である。我々は、東海地方に沈み
込むフィリピン海プレートからの反射波を検出しその走時の時間変化を捉えるため、アクロス震源装置と地震計アレイ
を用い中期連続試験観測を行った。岐阜県土岐市に設置された東濃地科学センターのアクロス震源から送信を行い、名
古屋大学では愛知県新城市（鳳来町）の愛知県民の森に地震計アレイを展開し観測を行った。この地域は 2001年の人工
地震探査測線（Iidaka et al.,2003）の西側に位置し、この付近ではプレート境界からの強い反射波が観測されている。
アクロス震源では、10Hzから 20Hzの周波数帯を 50秒周期で周波数変調したシグナルの送信を行った。地震計アレ

イはアクロス震源から 57kmの距離に、南北 2km、東西 1kmの範囲に展開し、各観測点にはオフラインのデータロガー
とアンプ、ソーラーパネルをそれぞれ設置した。2004年 12月から 2005年 9月までの約 10ヶ月間のデータが得られた。
我々は S／ N比を上げるため、データを 1ヶ月間スタッキングした。アクロス信号のラインスペクトルを抽出し、逆フー
リエ変換を適用することにより時間領域の伝達関数を得た。この記録には P波及び S波の直達波とそれらの後続波が明
瞭に現れている。
我々は伝達関数に記録されたコヒーレントな波群を同定するため、センブランス解析 (Neidell nad Taner,1971)を行い、

波の到来方向と入射角、アレイ下の P波速度の推定を行った。解析は 6成分の伝達関数のうち Hzr成分の P波部分を用
い、3つのパラメータを変えてグリッドサーチによりセンブランス値を計算し、センブランス値が最大となるパラメータ
を得た。解析の結果、アレイ下の P波速度が 2.8km/s、入射角が 25度、波の到来方向はN45°Wの方向と見積もられた。
次にアレイ下の P波速度と波の到来方向をここで得られた値に固定し、後続波部分についてセンブランス値を計算した。
その結果、後続波は直達 P波より高角に入射することが明らかになった。連続観測記録は多くの自然地震を捉えており、
浅部の速度構造に自然地震のデータを利用することができる。現在、自然地震のデータにセンブランス解析を適用して
アレイ下の速度構造を補正しようとしている。


